
1 

事 業 名 称 「あきや・まちづくり・せいしん」プロジェクト 2020 

事業主体 名 正親住民福祉協議会 

連 携 先 

京都市都市計画局まち再生・創造推進室、上京区役所、上京社会福祉協議会、 

せいしん幼児園、留学生スタディ京都ネットワーク、京都市空き家相談員、 

株式会社サンワコン、上木印刷、アストラルエス株式会社 等 

対 象 地 域 上京区正親学区 

事 業 概 要 

・『高齢者×あんしんみらいプロジェクト』（発生抑制） 

・『学生×高齢者げんきプロジェクト』（発生予防） 

・学区住民等への寄り添い・コーディネート（発生予防、利活用） 

・学生や子育て世帯などの空き家活用に向けた寄り添い・コーディネート（利
活用） 

・学区住民とＮＰＯを繋ぐ人材育成（その他） 

・多様な人材、情報等を繋ぐホームページの制作（その他） 

事業の特 徴 
・正親住民福祉協議会とＮＰＯ法人あきや・まちづくり・せいしんなど、関係

主体が連携・役割分担した取組の実践 

・学区住民や空き家所有者等に寄り添い、各具体的な取組の実践 

成 果 

・『高齢者×あんしんみらいプロジェクト』、『学生×高齢者げんきプロジェク
ト』等による空き家化の予防対策の実践 

・人材育成講座、ホームページの制作 

・空き家・相続・登記相談会の継続開催、空き家所有者等アンケート実施、空
き家所有者等へのコーディネート 

・ＮＰＯ法人あきや・まちづくり・せいしん等とのネットワークの充実  等 

成果の公表方法 

・正親住民福祉協議会・空き家対策専用ホームページでの公表 

 （http://akiya-machidukuri-seishin.com/） 

・正親だよりによる学区全戸配布 

 

１．事業の背景と目的 

【背景】 

正親学区は、人口約４,０００人のうち７５歳以上高齢者が約５００人に及び、高齢化の進展が

著しい。また、学区内には、せいしん幼児園、正親小学校があり、災害時には、地域が関係機関と

連携した避難・救出救護活動を迅速かつ冷静に対応する必要がある。 

一方、京都市内で「優先的に防災まちづくりを進める地区」に指定されている正親学区は、平成

２７年度から、災害につよいまちを目指し、京都市や専門家と連携のもとで「防災まちづくり」に

取り組んでいる。これまで、「防災まちあるき」や住民ワークショップを開催し、袋路の緊急避難

経路の整備や路地始端部の整備、老朽建築物の除却など、災害時の被害を最小限に抑えるハード整

備を進めてきた。 

平成２９年度に『正親防災まちづくり計画』を取りまとめ、空き家等対策に取り組むことを基本

方針の一つとして掲げ、平成３０年度から、学区と町内会、専門家、行政等が連携して、空き家の

外観調査や所有者調査、空き家の情報の把握・管理の取組を開始した。調査の結果、路地奥を中心

として、再建築不可の老朽化した空き家等が見られ、倒壊の危険性など周囲への悪影響が懸念され

ているとともに、学区住民から信頼を置かれている学区（住民福祉協議会）が中心となった空き家

等の活用に向けた取組が期待されている。 

こうした背景のもと、令和元年度には「空き家対策の担い手強化・連携モデル事業」の採択を受

け、町内会長等の人材育成をはじめ、学区住民や空き家所有者等を対象とした相談会の開催などに

取り組むとともに、ＮＰＯ法人あきや・まちづくり・せいしんを設立した。 
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【目的】 

本事業では、これまでの取組を踏まえ、路地奥を中心に発生している老朽空き家への対応、活用

可能性のある空き家の利活用に向けて、ＮＰＯの構成員となる各主体や町内会長等の人材育成をは

じめ、学区住民や空き家所有者等に寄り添い、住まい相談、空き家化の予防、空き家の適正管理、

学生や子育て世帯の住まい・高齢者の居場所づくり等としての空き家の活用等のコーディネートに

取り組み、子どもから高齢者まで全ての住民が安全・安心にいつまでも住み続けられるにぎわい・

活気のあるまちの形成を目指す。 

令和元年度の相談会の開催などの取組を通して、路地や建物が密集する市街地状況を背景に、空

き家の発生に歯止めが掛からず、また、空き家の解消に膨大な時間を要することが課題となってい

ることを再確認したが、こうした課題は高齢化の進展や世帯分離に伴う新築住宅の建設、未登記物

件の存在などの様々な要因と関連し全国的な課題ともなっている。こうしたことから、今年度は、

福祉の視点から地域自治の中心として活動してきた地域に信頼される組織が中心となって、地域の

高齢者に寄り添い、空き家の発生予防のモデルプロジェクトに取り組む。 

このプロジェクトを通じて、路地の暮らしや文化、京町家が織りなす固有の景観など、災害に強

く、地域固有の街並みや暮らしを後世に継ぐとともに、他学区に対して京都固有の学区（元学区）

が中心となった空き家対策の取組の更なる波及を目指す。 

 

２．事業の内容 

（１）事業の概要と手順 

事業の概要と手順は以下のとおり。 

表１ 実施スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①-1 『高齢者×あんしんみらいプロジェクト』説明会

①-1
『高齢者×あんしんみらいプロジェクト』ヒアリング、エンディング
ノート作成コーディネート

①-2
『高齢者×あんしんみらいプロジェクト』エンディングノートのス
スメ制作

①-2 『学生×高齢者げんきプロジェクト』説明会

①-2 『学生×高齢者げんきプロジェクト』取組のコーディネート

①-2 『学生×高齢者げんきプロジェクト』ハンドブックの制作

①-3 学区住民等への寄り添い・コーディネート（相談会等、６回開催） ★ ★ ★ ★ ★ ★

③-1 学生・子育て世帯への寄り添い・コーディネート（大学との連携）

③-1
学生・子育て世帯への寄り添い・コーディネート（幼児園との連
携）

④-1
学区住民とNPO法人を繋ぐ人材育成講習会（４回に分けて開
催）

★ ★ ★ ★

④-2 ホームページの企画・制作

令和２年度
事業項目 具体的な取組内容

講習会

相談会
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図１ 取組フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 各取組の業務役割分担表 

取組内容 具体的な内容（小項目） 担当者（組織名） 業務内容 

①『高齢者×

あんしんみ

らいプロジ

ェクト』 

取組の企画、コーディネ

ート 

正親住民福祉協議会 ・取組総括、説明会・ヒアリ

ング等の企画・運営 

取組の企画、コーディネ

ート 

ＮＰＯ法人あきや・まち

づくり・せいしん 

・説明会等の開催支援、プロ

ジェクトに係る資料作成等 

取組の企画、コーディネ

ート 

上京区社会福祉協議会 ・説明会等の開催支援 

②『学生×高

齢者げんき

プロジェク

ト』 

取組の企画、コーディネ

ート 

正親住民福祉協議会 ・取組総括、説明会等の企画・

運営 

取組の企画、コーディネ

ート 

ＮＰＯ法人あきや・まち

づくり・せいしん、上京

区社会福祉協議会 

・説明会等の開催支援 

取組の企画、コーディネ

ート 

株式会社サンワコン ・プロジェクトに係る資料作

成等 

③相談会の開

催（空き家

所有者等、

学区住民へ

の 寄 り 添

い・コーデ

ィネート 

相談会の企画、相談対応 正親住民福祉協議会 ・空き家相談会の企画の検討、

相談者からの相談対応 

相談対応 ＮＰＯ法人あきや・まち

づくり・せいしん 

・相談者からの相談対応 

相談対応 木村孝（司法書士、行政

書士） 

・相談者からの相談対応 
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（２）事業の取組詳細 

①『高齢者×あんしんみらいプロジェクト』 

今年度、亡くなった後に空き家になることが懸念される単身の高齢者などを対象として、地域か

ら信頼されている正親住民福祉協議会が中心となって高齢者自身の不安に寄り添い、想いの聴き取

りやエンディングノートの作成などを通じて、みらいの自宅の整理の仕方を考えて頂き、空き家の

発生予防や、登記の促進など空き家の長期化の防止に繋げる『高齢者×あんしんみらいプロジェク

ト』に取り組んだ。 

これまで、正親学区で取り組んでいる「夜間高齢者安否確認訓練」や高齢者の居場所づくり（高

齢者サロン）での意見やアイデア等を踏まえながら、空き家化の予防の観点から、京都市上京区社

会福祉協議会などとの連携のもとでエンディングノートの制作に取り組んだ。実際にエンディング

ノートを記載して頂くなど、モデル的な試行を重ね、「大切な人へ、伝えておきたいこと（エンデ

ィングノートのススメ）」として取りまとめた。 

写真１ エンディングノート制作会議の様子 

 

 

④学生・子育

て世帯等の

利活用希望

者等への寄

り添い・コ

ーディネー

ト 

大学との協議、利活用コ

ーディネート 

正親住民福祉協議会 ・学生の住まいや子育て世帯

として空き家の利活用をコ

ーディネート 

利活用コーディネート ＮＰＯ法人あきや・まち

づくり・せいしん 

・学生の住まいや子育て世帯

として空き家の利活用をコ

ーディネート 

⑤学区住民と

ＮＰＯ団体

を繋ぐ人材

育成 

講習会の運営 正親住民福祉協議会 ・当日の講習会の運営 

講習会の企画、資料作成 株式会社サンワコン ・講習会の企画、説明資料の

作成 

講習会での説明（講師） ＮＰＯ法人あきや・まち

づくり・せいしん 

・空き家対策の内容、各種団

体長の役割の説明 

講習会での説明（講師） 京都市まち再生・創造推

進室 

・京都市における空き家対策

の取組の説明 

⑥ 多 様 な 人

材、情報等

を繋ぐホー

ムページの

制作 

ホームページの構成検討 正親住民福祉協議会 ・企画検討 

ホームページの構成検討 株式会社サンワコン ・企画検討 

ホームページの制作 アストラルエス株式会社 ・ホームページの制作 
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②『学生×高齢者げんきプロジェクト』 

亡くなった後に空き家になる心配がある単身の高齢者などを対象として、空いている自宅の部屋

を学生に安い家賃で貸し出し、一人で暮らすよりも、学生と楽しく一緒に暮らす元気な高齢者を増

やすとともに、『高齢者×あんしんみらいプロジェクト』をはじめとする学区の空き家対策の取組

への理解を広げることを目的として、健康すこやか教室や亀楽会など、高齢者を対象とした学区の

取組を活用して、繰り返し説明会を開催した。取組に当たっては、「次世代下宿「京都ソリデール」

事業」との連携も視野に入れ、発展的に継続できるモデルを目指した。 

説明会に参加した２名の方から、個別に詳しく話を聞きたいとの連絡があり、個別に事業の詳細

を説明し、相談対応を継続している。 

図２ 『学生×高齢者げんきプロジェクト』の概要イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ プロジェクト説明会の様子 
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③相談会の開催（空き家所有者等、学区住民への寄り添い・コーディネート） 

令和元年度に引き続き、各種専門家等と連携した空き家所有者等や学区住民を対象とした相談会

として、司法書士・行政書士の方と連携して、無料の相談会を毎月開催した。 

開催に当たっては、コロナ対策に万全を期し、電話等での対応も行うとともに、相談会のリーフ

レットを作成し、ＮＰＯ法人あきや・まちづくり・せいしんとの連携のもと、学区住民（全戸配布）

に加え、近隣学区にも開催周知を図り、広く住民のみなさんや空き家所有者等の悩み・相談に応え

る形とした。また、高齢者が気軽に相談しやすいよう、正親住民福祉協議会が取り組んでいる焼き

芋会と健康麻雀倶楽部と同日開催とした。 

写真３ 相談会の様子（左：相談の状況、右：同日開催の焼き芋会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 「空き家・相続・登記相談会」リーフレット（全戸配布） 
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④空き家所有者等への寄り添い・コーディネート 

昨年度と同様、令和２年度に、平成３０年度から取り組んでいる「地域連携型空き家活用促進事

業」で把握した空き家所有者等を対象として、空き家所有者等が抱える様々な事業や意向を確認す

るアンケート調査を企画・実施した。アンケート調査票については、空き家所有者等と繋がること

が最大の目的であるため、回答率が向上するよう、必要最低限の設問項目に留めた。 

図４ 空き家所有者等へのアンケート調査の対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 空き家所有者等へのアンケート調査票 
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4軒

グラフタイトル

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い
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管理状況

（計7軒）

京都市に報告
（適正管理を依頼）
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登記による所有者調
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普通
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非常に悪い
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令和２年度調査 
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⑤学生・子育て世帯等の利活用希望者等への寄り添い・コーディネート 

正親学区での暮らしを望む学生や子育て世帯とのつながりを築き、学区のにぎわい・活気を支え

る学生や子育て世帯の住まいとして空き家の利活用をコーディネートするため、英語、中国語等に

よるＮＰＯ法人 あきや・まちづくり・せいしんのリーフレットを作成し、様々なネットワークを

活かしながら、留学生とのコンタクトづくりに取り組んだ。 

図６ 製作したＮＰＯ法人のリーフレット（上：中国語、下：英語） 
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⑥学区住民とＮＰＯ団体を繋ぐ人材育成 

空家所有者等の悩みは多岐に及び、様々な主体の連携が不可欠となっているため、住民や空き家

所有者等とＮＰＯ法人あきや・まちづくり・せいしんを繋ぐ人材育成を目標として、各種団体長や

町内会長、自主防災会、民生員や老人福祉委員への説明会・学習会を開催し、空き家対策の必要性

や主体ごとの役割、学区住民や空き家所有者等の気持ちに寄り添うコーディネート力の向上や意識

醸成を図った。 

人材育成講座では、正親学区では平成２７年度から「防災まちづくり」に取り組んでおり、『正

親学区防災まちづくり計画』において災害に強いまちづくりに向けた取組方針の一つとして空き家

対策を掲げていること、「一人ひとり」、「町内会（町内会長・防災部長）」、「学区（防災まちづくり

委員会等）」の主体ごとの役割や具体的な取組を再確認した。特に、町内会長・防災部長を対象と

した人材育成では、実際に現地で町内会の空き家の実態を確認・共有した。 

写真３ 人材育成講座の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 人材育成のポイント①（主体事の役割や具体的な取組等） 
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⑦多様な人材、情報等を繋ぐホームページの制作 

利活用希望者等からの利活用可能な空き家の情報や地域の子育て情報等に関するニーズに応え

るため、正親住民福祉協議会の空き家対策の取組等に関するＷＥＢ制作に取り組んだ。 

ホームページの構成としては、正親住民福祉協議会自体のホームページと同一とすると、正親住

民福祉協議会の取組が多く、コンテンツが煩雑となり、空き家対策がフォーカスされないことが危

惧されたため、正親住民福祉協議会と正親学区空き家対策プロジェクトのホームページをそれぞれ

独立したページとして制作した。 

図８ ホームページの構成イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空き家対策プロジェクトのホームページでは、「空き家・相続・登記相談会」など、学区が取り

組む空き家対策の取組概要、ＮＰＯ法人 あきや・まちづくり・せいしんの紹介、空き家所有者と

利活用希望者を繋ぐコンテンツ等をデザインした。特に、空き家情報においては、正親学区が今年

度から取り組んでいる『学生×高齢者げんきプロジェクト』関連として、空き部屋を見つけるサイ

トも制作した。 

図９ 空き家対策プロジェクトのサイトマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＮＰＯ法人 あきや・
まちづくり・せいしん」
の紹介 

「空き家・相続・
登記相談会」の
情報発信 

『学生×高齢者げんきプロジェクト』との
連携 



11 

 

一方、正親住民福祉協議会のホームページでは、毎月、全戸配布している『正親だより』を掲載

し、学区の基本的な情報を発信するとともに、学区の魅力や暮らしを支える利便施設等の情報など、

正親学区での暮らしに興味・関心のある子育て世帯層との繋がりをデザインし、正親学区への移住

希望者や、学区の空き家対策に関わる様々な人材のネットワークの形成を図った。 

図１０ 正親住民福祉協議会のサイトマップ 

 

正親学区 暮らし・子育てマップ 
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（３）成果 

①『高齢者×あんしんみらいプロジェクト』 

空き家化の予防の観点から、いずれ誰しも訪れる死に備えて、自分に関する様々な情報を書き記

し、自分に何かあったとき残された方が困らないよう、「大切な人へ、伝えておきたいこと（エン

ディングノートのススメ）」を制作した。制作に当たっては、正親住民福祉協議会やＮＰＯ法人の

メンバーが中心となって議論を重ね、住民目線で分かりやすく、簡潔に取りまとめた。 

制作した「大切な人へ、伝えておきたいこと（エンディングノートのススメ）」については、健

康すこやか教室や亀楽会など、学区の高齢者対象の取組できめ細かな説明会を行いながら活用を促

すとともに、毎年の敬老会で対象者に配布する予定としている。 

図１１ 「大切な人へ、伝えておきたいこと（エンディングノートのススメ）」 
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②『学生×高齢者げんきプロジェクト』 

空き家化の予防を見据えつつ、全ての住民が安心・安全に住み続けられるまちを目指して、見知

らぬ土地で大学生活を始める学生と高齢者の繋がりをつくる『学生×高齢者げんきプロジェクト』

に取り組み、「『学生×高齢者げんきプロジェクト』のご案内」を制作した。 

制作に当たっては、健康すこやか教室や亀楽会などでの説明会での意見やアイデア等を踏まえ、

正親住民福祉協議会やＮＰＯ法人のメンバーが中心となって議論を重ね、住民目線で分かりやすく

取りまとめた。説明会に参加した高齢者２名の方から詳しい話を聞きたいとの連絡があったことは

評価でき、今後も、学区の高齢者対象の取組できめ細かな説明会を行いながら空き部屋の活用を促

しつつ、希望者には丁寧なコーディネートを行う予定としている。 

図１２ 「『学生×高齢者げんきプロジェクト』のご案内」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、上京区をはじめ、京都市全体への取組の波及を目指し、上京区役所をはじめとする関係主

体が連携して、正親学区の『学生×高齢者げんきプロジェクト』の取組に関するシンポジウムを開

催することとなったことも大きな成果と言える。（３月１４日開催予定） 

図１３ 「次世代下宿「京都ソリデール」事業 ミニ講座」の開催周知（市民しんぶん上京区版(R2.2月号)） 
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③相談会の開催（空き家所有者等、学区住民への寄り添い・コーディネート） 

昨年度に引き続き、各種専門家等と連携した空き家所有者等や学区住民を対象とした相談会とし

て、司法書士・行政書士の方と連携して、正親学区と近隣学区（６学区）の住民のみなさんの悩み・

相談に応える無料の相談会を毎月開催したところ、９月から２月まで計６回開催し、計１６名の方

が相談に来られた。コロナ禍の中で、参加者に来てもらえるか不安もあったが、昨年度を上回る方

の参加となった。 

相談内容は、所有者する空き家等に関する相談が８件、正親学区での居住希望等の相談が７件、

今年度から取り組んでいる『学生×高齢者げんきプロジェクト』の詳しい相談を聞きたいという相

談が２件（重複含む）あった。参加者の方々からは、昨年度に引き続き、丁寧な対応に対して、お

礼を頂き、高い評価を得た。 

表３ 相談会の参加者状況 

年 月 日 相 談 者 相談内容 場  所 備  考 

令和２年 

9 月 26 日(土) 

Ｎ氏 ・所有する空き家について 等 正親福祉会館  

Ｔ氏 ・正親学区での居住希望  等 正親福祉会館  

Ｎ氏 ・所有する空き家について 等 正親福祉会館  

Ａ氏 ・正親学区での居住希望 等 正親福祉会館  

Ｆ氏 ・相続登記について 等 正親福祉会館  

令和２年 

10 月 31 日(土) 

Ｍ氏 ・正親学区での居住希望 等 正親福祉会館  

Ｋ氏 
・所有する空き家について 

・『学生×高齢者げんきプロジェクト』 等 
正親福祉会館  

Ⅰ氏 ・所有する空き家について 等 電 話  

令和２年 

11 月 28 日(土) 

Ｋ氏 ・所有する空き家について 等 正親福祉会館  

Ｋ氏 ・正親学区での居住希望 等 電 話  

Ｋ氏 ・所有する空き家について 等 電 話  

Ｍ氏 ・正親学区での居住希望 等 電 話  

令和２年 

12 月 19 日(土) 
Ｎ氏 ・正親学区での居住希望 等 正親福祉会館  

令和３年 

1 月 30 日(土) 
Ｔ氏 ・『学生×高齢者げんきプロジェクト』 等 正親福祉会館  

令和３年 

2 月 20 日(土) 

F 氏 ・所有する空き家について 等 正親福祉会館  

U 氏 ・正親学区での居住希望 等 正親福祉会館  

※相談者名は非公開のため、取扱注意 
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④空き家所有者等への寄り添い・コーディネート 

昨年度の「空き家・相続・登記」相談会や空き家所有者等へのアンケート調査で繋がった空き家

所有者等とのネットワークをもとに、今年度も相談対応や声掛けなど空き家所有者等への寄り添い

を継続した結果、以下のとおり、学区内で４件の空き家解消に繋がった。 

表４ 解消した空き家の状況（４件） 

① ② 

・元自転車店をクレープ店に利活用。移住者は

正親学区での居住・営業を希望。 

・東京都に居住する所有者が空き家の維持管理

等を理由に売却。宅地分譲の予定。 

③ ④ 

・所有者が長年空き家だった家屋を除却し、自

身の住宅として建替え。 
・神奈川県に居

住する所有者

が長年空き家

だった家屋を

賃貸物件とし

て活用。京都

市の助成事業

を活用。 

 

⑤学区住民とＮＰＯ団体を繋ぐ人材育成 

今年度も引き続き、コロナ禍の中ではあるが、各種団体長や町内会長、自主防災会、民生員や老

人福祉委員への説明会・学習会を計画的に開催することができた。説明会・学習会では、京都市の

ほか、まちづくりの専門家や建築・不動産の専門家による説明や意見交換等により、空き家対策の

必要性や主体ごとの役割、市の支援事業などを分かりやすく伝えることができた。 

 

⑥多様な人材、情報等を繋ぐホームページの制作 

今年度、正親住民福祉協議会と正親学区空き家対策プロジェクトのホームページをそれぞれ制作

した。２月から本格公表を開始したが、京都府南丹市商工会美山支所から問い合わせがあるなど、

一定の成果が見られる。今後も引き続き、「正親だより」（学区全戸配布）や「空き家・登記・相続

相談会」など、様々な場面で情報発信し、ホームページの充実を図ることとする。 
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３．評価と課題 

①『高齢者×あんしんみらいプロジェクト』、『学生×高齢者げんきプロジェクト』 

令和元年度、正親住民福祉協議会と連携を図る形で空き家対策を進めていく母体として、「ＮＰ

Ｏ法人あきや・まちづくり・せいしん」を設立し、今年度は、住民や空き家所有者、利活用希望者

に寄り添う具体的な空き家対策の実践と積極的な広報等を目標に掲げ、『高齢者×あんしんみらい

プロジェクト』と『学生×高齢者げんきプロジェクト』に取り組んだ。 

これら２つのプロジェクトでは、高齢者でも分かりやすいリーフレットの制作や、高齢者が集ま

る場での説明、興味・関心のある人への個別説明に取り組んだが、『学生×高齢者げんきプロジェ

クト』に関しては学生と高齢者の同居までには至っていない。今後は、これらのプロジェクトを継

続し、高齢者世帯などを対象とした相続登記の促進に繋げたり、正親住民福祉協議会や「ＮＰＯ法

人あきや・まちづくり・せいしん」の取組への理解を広げていく必要がある。 

②学区住民とＮＰＯ法人を繋ぐ人材育成 

令和元年度に引き続き、今年度も、各種団体長をはじめ、各町内会長や防災部長、民生児童委員

や老人福祉委員を対象とした説明会・勉強会を開催したが、住民と最も近い関係にある町内会長や

防災部長は、年度ごとに交代する町内会が多く、引き続き、継続した説明会・勉強会が必要である。

毎年、繰り返し開催する必要があるデメリットの一方、住民や空き家所有者等に寄り添う人材を一

人でも多く育成できるメリットもあるため、住民や空き家所有者等とＮＰＯ法人を繋ぐ人材に必要

となる知識やノウハウの向上につながる講習会を継続していくことが重要である。 

③ホームページの制作 

今年度、新たに正親住民福祉協議会と空き家対策プロジェクトのホームページを制作し、空き家

対策を進めていく母体の周知、学生や子育て世帯とのネットワークづくりに取り組んだ。２月から

の本格運用のため、市外の団体からの相談１件に留まるが、引き続き、より充実した内容を継続的

に情報発信していく必要がある。 

④空き家所有者等への寄り添い・コーディネート 

今年度、「空き家・相続・登記」相談会や空き家所有者等へのアンケート調査を継続し、４軒の

空き家の解消に繋がったことは評価できる。今後も引き続き、空き家所有者等への寄り添いを継続

するとともに、特に、遠方にお住まいの空き家所有者等に対する空き家見守りサービスの提案など、

将来的な空き家等の利活用や除却等に繋がる信頼関係の構築に取り組んでいく必要がある。 

⑤各種専門家や活動団体等とのネットワークの構築 

令和元年度にネットワークを構築した司法書士・行政書士とともに「空き家・相続・登記」相談

会を継続し、建築や不動産の専門家と具体的な空き家所有者等のコーディネートの対応を行った。

今後は、銀行や幼児園、社会福祉協議会、福祉事業所などとのネットワークを充実させ、空き家の

予防から利活用、管理不全空き家の対応等まで、広く空き家対策に対応できるネットワークづくり

を進めていく必要がある。 

⑥学生や子育て世帯などの空き家活用に向けた寄り添い・コーディネート 

昨年度の取組において、留学生の寮としての空き家の活用は、留学元の国や大学との関係等もあ

り、現実的に難しい状況であることが分かったため、今年度は、様々なネットワークを活かして、

英語版・中国語版のリーフレットを作成し、直接、大使館等との協議を模索した。コロナ禍の中で

協議が十分に出来ない状況であったが、今後も、関係団体や関係機関、大学との意見交換等を粘り

強く進めていく必要がある。また、「空き家・相続・登記」相談会で西陣地域の中心となる正親学

区での居住ニーズを確認できたことから、ひよっこサロン（子育てサロン）や幼児園などと連携し

て、子育て世帯とのネットワークづくりも継続していく必要がある。 
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４．今後の展開 

①住民、空き家等所有者、利活用希望者に寄り添う空き家対策の更なる推進 

正親住民福祉協議会及び「ＮＰＯ法人あきや・まちづくり・せいしん」は、一人ひとりの空家所

有者、一人ひとりの住民、一人ひとりの利活用希望者に寄り添い、空き家対策を実践していくこと

を目標としており、今年度、新たに取り組んだ『高齢者×あんしんみらいプロジェクト』、『学生×

高齢者げんきプロジェクト』を今後も継続していく。 

特に、７５歳以上の高齢者が５００名を超え、未登記の家屋が多く存在している背景を踏まえ、

プロジェクトで制作したリーフレット等を積極的に活用し、空き家化の予防や空き家問題の長期化

を防止するために自宅の整理の仕方を考えて頂く機会づくりや登記の促進に繋げたり、学生と高齢

者の同居（異世代同居）の促進、ＮＰＯ法人の取組への理解を広げていく。 

②「空き家・相続・登記」相談会の継続、空き家所有者等への寄り添い・コーディネート 

令和元年度に引き続き開催した「空き家・相続・登記」相談会は、今年度も住民に高い評価を得

て、コロナ禍の中でも昨年度を超える参加者となった。今後も継続した開催が期待されており、住

民や空き家等所有者等への丁寧な対応を継続していく。特に、今後もコロナ対策が求められるため、

ＷＥＢ相談会やホームページなどを活用した取組も充実していく。また、引き続き、空き家所有者

等との繋がりを継続し、具体的な空き家等の利活用をコーディネートしていく。 

③大学生や子育て世帯とのネットワークづくり 

正親学区の周囲には、同志社大学をはじめとする数多くの大学があり、留学生を対象とした空き

家の利活用は幾つかのハードルがあるものの、大学との連携は、空き家の利活用の視点からは重要

となっている。空き家の利活用の観点から、ホームページを充実・活用しながら、利活用希望者と

なる大学生や子育て世帯とのネットワークづくりを継続的に進めていく。 

④「防災まちづくり」との更なる連携 

正親学区には１００本近くの路地があり、建て替えが難しい路地や、老朽化した空き家が見られ

る路地がある。正親学区では、災害が起こる前から災害に強いまちをつくる「防災まちづくり」の

取組を平成２７年度から進めており、引き続き、「防災まちづくり」の観点から、様々な主体と連

携を図りながら、空き家対策を進めていく。特に、正親小学校で精力的に取り組まれている「防災

まちづくり学習」とも連携し、あらゆる世代が主体的に取り組んでいける空き家対策を進めていく。 

⑤近隣学区への波及、連携した取組の推進 

今年度、隣接する学区にも「空き家・相続・登記」相談会を情報発信したが、近隣学区でも、路

地奥を中心に空き家がまだ多く見られる状況となっている。今後も、「空き家・相続・登記」相談

会への参加の呼び掛けだけでなく、隣接学区と連携して『高齢者×あんしんみらいプロジェクト』、

『学生×高齢者げんきプロジェクト』を展開するなど、学区が中心となった空き家対策を上京区、

ひいては京都市全体に広く波及させていく。 
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